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レビューでは、欧米人において、NAT2*5 : 0.425-0.498, NAT2*6 : 0.294-0.295, NAT2*7 : 
0.013-0.026のアレル頻度であるのに対し、日本人においては、NAT2*5 : 0.014, NAT2*6 : 
0.205, NAT2*7 : 0.088とされており、我々の研究と一貫している。 
 2点目は、NAT2迅速代謝型において、喫煙と乳癌罹患リスクの相関を認めたことである。
欧米での研究では、遅延代謝型においては喫煙と乳癌罹患リスクの相関は一貫してみられ
ていたものの、迅速代謝型では一貫した結果を得られていなかった。過去の研究を考慮に
入れると、我々の研究においても、より大きなサンプルサイズがあれば、遅延代謝型で有
意相関が認められた可能性はある。しかし、結果的にはサンプルサイズの不足もあって、
遅延代謝型では有意相関を認めなかった。これが、今回の研究の第1のLimitationである。 
第2のLimitationは病院ベースの症例対照研究であり、健診受診者に関連した選択バイアス
の可能性を除外できない点である。日本において、健診受診率は30-40%にとどまっている。
一般的に健康指向の強い女性は、健診受診率が高く、喫煙をしない傾向にある。それゆえ、
健診受診者が日本人全体を代表する対照群としてふさわしいかという問題がある。 
第3のLimitationは、喫煙状態と喫煙量に関して、質問紙法に伴う思い出しバイアスがかか
る可能性がある点である。特に、電子カルテで情報の保管が出来た乳癌患者群と比較して、
対照群の喫煙量はより不正確である可能性がある。閉経後女性において、禁煙者が、非喫
煙者よりも乳癌罹患リスクが低いという結果はこの類のバイアスに由来するものと考えら
れる。 
日本における、喫煙に伴う乳癌罹患リスクに関してのシステマティックレビューでは、
「日本人において、喫煙は乳癌罹患リスクを上昇させる可能性がある」と結論付けられて
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いる。この報告には、3つのコホートと8つの症例対照研究が含まれ、そのうち1つのコホー
トと4つの症例対照研究においてのみ、有意相関を認めており、最終的な結論は出ていない。 
我々の研究は、症例対照研究という性質上、過去の研究と比較して強い証拠となるわけ
ではない。しかし、過去に欧米で行われてきた、NAT2の層別化により喫煙の影響をより受
けやすい群の検出が、日本においてはさほど意義がないかもしれない、という事を示唆し
た点において、幾分の意味があったと考える。 
 
 [結論] 
日本人女性において、喫煙は乳癌罹患リスクと関係している可能性はあるが、NAT2の層
別化はさほど重要ではないかもしれない。 
 
